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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：文化財科学・文化財科学 
キーワード：動植物遺体・人骨 
 
１．研究計画の概要 
  本計画の目的は､歴史的に貴重である

にもかかわらず改葬のため実物が失われる
将軍親族遺体から考古学的・人類学的な情報
を抽出し、後世においても科学的に検証でき
る形で保存することである。 
 
２．研究の進捗状況 

（１）過去の研究書や報告書を検討した上
で、最も適切に骨の形や色調を再現する写真
撮影方法を開発し、全ての骨を高精細デジタ
ルカメラで撮影した。 

（２）様々なデジタル化手段を検討した結
果、全身の医療用ＣＴ撮影と頭蓋のマイクロ
ＣＴ撮影が最も情報量が多いことが判明し、
全個体の撮影が完了した。 
 （３）形態学的比較研究の結果、大奥で生
活していた将軍親族は、遺伝的な構成におい
て現代人と大きく異なることはないが、人骨
の形態は非常に特殊であり、鎌倉時代から現
代までの日本人の小進化プロセスとは異な
る特徴を持つことが明らかとなった。 
 （４）DNA 分析､安定同位体食性分析､寄
生虫･花粉分析、重金属分析の結果も出てい
る｡ 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 （理由） 

現在までに、資料のクリーニング、保存処
理、同定、写真撮影、ＣＴによるデジタル保
存が終了し､研究結果とデータをまとめた報
告書の出版準備中である。 
 
 

４．今後の研究の推進方策 
研究成果をさらに精査し、学会および学会

誌で発表する予定である。 
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